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そ
の
後
日
本
は
、「
万
人
の
た
め
の
教
育
（
E
F
A
）」

へ
の
積
極
的
な
貢
献
や
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
10

年
（
D
E
S
D
）」
の
提
唱
等
、
ユ
ネ
ス
コ
の
加
盟
国
と

し
て
そ
の
取
組
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
国
内
１
，
１
０
０
校
以
上
も
の
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
を
拠
点
と
し
た
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
推
進
や
本
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
国
連
海

洋
科
学
の
10
年
」、
そ
し
て
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
や
ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
等
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
を
通
じ

て
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
世
界
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
自
然
災
害
、
絶
え
る
こ
と
の

な
い
紛
争
に
よ
り
混
迷
す
る
中
、
70
年
前
の
戦
後
日
本
が

ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
は
、
諸

国
民
の
教
育
、
科
学
及
び
文
化
の
協
力
と
交
流
を
通
じ
た

国
際
平
和
と
人
類
の
共
通
の
福
祉
の
促
進
を
目
的
と
し
た

国
際
連
合
の
専
門
機
関
で
、
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
で
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
昭
和
22
年
（
１
９

４
７
）、
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
を
待
た
ず
し
て
、「
人
の
心
の
中

に
平
和
の
と
り
で
を
」
と
い
う
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
精
神
に

ユ
ネ
ス
コ
は
日
本
が
戦
後
最
初
に
加
盟
し
た
国
連
機
関
で
あ
り
、
１
９
５
１
年
７
月
２
日
に
加
盟
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
は
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

教
育
、
科
学
及
び
文
化
の
協
力
と
交
流
を
通
じ
た
国
際
平
和
と
人
類
の
共
通
の
福
祉
の
促
進
を
目
的
と
し
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
平
和
を
求
め
る
日
本
に
と
っ
て
の
希
望
で
あ
り
、

我
が
国
は
国
内
外
に
お
い
て
着
実
に
ユ
ネ
ス
コ
活
動
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
及
び
多
く
の
関
係
団
体
に
お
い
て
は
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
更
な
る
推
進
を
目
指
し
、

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
や
記
念
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

共
鳴
し
た
仙
台
の
地
元
の
有
志
に
よ
り
、
世
界
初
の
民
間

ユ
ネ
ス
コ
団
体
が
発
足
し
、
そ
の
後
、
日
本
各
地
に
多
数

の
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
自

発
的
な
活
動
と
し
て
草
の
根
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
が
広
ま

り
、
民
間
主
導
の
動
き
に
も
押
さ
れ
て
、
我
が
国
は
、
70

年
前
の
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
に
、
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
を

果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
の

国
連
へ
の
加
盟
に
先
立
つ
も
の
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
は
、

我
が
国
が
戦
後
初
め
て
加
盟
し
た
国
連
機
関
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
争
の
荒
廃
の
中
、
平
和
を
求
め
る

日
本
国
民
に
と
っ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
存
在
は
未
来
へ
の
希

望
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
支
援
は
世
界
平
和
へ
の
貢
献

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

「
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
」

我
が
国
と
ユ
ネ
ス
コ
の
歩
み

特 集

日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
記
念
の
取
組



4 No.262    SEPTEMBER 2021

平
和
を
希
求
し
ユ
ネ
ス
コ
に
加
盟
し
た
こ
と
を
振
り
返

り
、w

ith 

コ
ロ
ナ
あ
る
い
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
に

お
い
て
、
人
類
間
の
格
差
と
分
断
を
解
消
し
新
た
に
世
界

を
繋
ぎ
直
す
べ
く
、
引
き
続
き
我
が
国
は
、
人
類
共
通
の

課
題
解
決
の
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
が
主
導
す
る
取
組
に
協
力

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
70
周
年
の
節
目
の
年
は
、
国
内
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動

を
活
性
化
す
る
た
め
の
好
機
で
あ
り
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国

内
委
員
会
事
務
局
と
し
て
は
、教
育
、科
学
、文
化
の
様
々

な
取
組
、
特
に
、
新
し
い
時
代
を
担
う
若
者
世
代
と
の
相

互
理
解
と
協
働
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を

目
指
す
活
動
を
通
じ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
の
記
念
日
と
な
る
、
令

和
３
年
７
月
２
日
に
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
を

記
念
し
た
キ
ッ
ク
オ
フ
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
濵
口
道
成
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会

会
長
、
鈴
木
佑
司
公
益
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連

盟
理
事
長
、
及
び
田
村
哲
夫
公
益
財
団
法
人
ユ
ネ
ス
コ
・

ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、

ユ
ネ
ス
コ
加
盟
時
の
貴
重
な
映
像
を
、Y

ouT
ube

で
配

信
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
①
若
者
に
よ
る
取
組
や
若
者
を
巻
き
込

む
取
組
に
つ
い
て
、
②
企
業
と
連
携
す
る
取
組
に
つ
い

て
、
上
記
３
団
体
関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

今
後
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
発
展
に
つ
い
て
、
広
報
活
動
の

工
夫
の
必
要
性
や
関
係
団
体
間
の
協
力
関
係
の
強
化
の
重

要
性
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
を
記
念
し
、
ユ
ネ
ス
コ

を
通
じ
た
日
本
の
取
組
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
（
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
事
務
局
）、

（
公
社
）
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
、（
公
財
）
ユ
ネ
ス
コ
・

ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
様
々
な
機
会
で
活
用
す

る
と
と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
携
わ
る
関
係
者
に
広
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
70
周
年
を
契
機
と
し

た
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
更
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
和
の
象
徴
で
あ
る
鳩
が
、
同
じ
方
を
向
き
空
へ
飛
び

立
つ
こ
と
で
、
ユ
ネ
ス
コ
の
目
的
で
あ
る
平
和
な
地
球
社

会
を
皆
で
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
い
う
想
い
を
表
現
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
文
化
と
し
て
深
い
歴
史
を
持
つ
折
り
紙

を
モ
チ
ー
フ
に
す

る
と
と
も
に
、
世

界
が
取
り
組
む
目

標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
カ
ラ
ー
を
示
し

て
い
ま
す
。

日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年

記
念
日
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

Y
ouT

ube

配
信

日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

日本のユネスコ加盟７０周年記念の取組特集
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令
和
３
年
８
月
19
日
、
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
に
お

い
て
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
広
報
大
使
で
あ
る
平

野
啓
子
さ
ん
、
末
吉
里
花
さ
ん
、
さ
か
な
ク
ン
を
お
招
き

し
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加

盟
70
周
年
等
を
テ
ー
マ
に
、「
ユ
ネ
ス
コ
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
の
平
野
啓
子
さ
ん
に
よ
る
朗
読
で
は
、童
謡「
虫

の
声
」
を
題
材
に
、
異
な
る
文
化
圏
の
人
々
と
の
相
互
理

解
の
難
し
さ
や
、
相
手
を
思
い
や
り
な
が
ら
文
化
交
流
を

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
の
末
吉
里
花
さ
ん
に
よ
る
御
講
演
で
は
、
私
た

ち
と
世
界
の
繋
が
り
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
世
界
の
た
め
に
自
分
た
ち
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
頂
き
ま

し
た
。

第
三
部
の
さ
か
な
ク
ン
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
さ
か
な

ク
ン
か
ら
、
な
ぜ
魚
を
好
き
に
な
っ
た
の
か
な
ど
の
お
話

の
後
、
事
前
に
募
集
し
た
質
問
に
対
し
て
、
さ
か
な
ク
ン

が
回
答
す
る
質
問
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
さ
か
な
ク
ン
が
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
な
が
ら
、

魚
に
関
す
る
特
徴
や
人
間
の
行
動
が
海
に
及
ぼ
す
影
響
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

広
報
大
使
３
名
か
ら
の
お
話
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

わ
か
り
や
す
く
楽
し
く
学
べ
る
内
容
で
、
開
催
後
に
は
、

「
学
校
の
授
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
課
題
が
頻
繁
に
あ

る
の
で
、
興
味
を
持
ち
や
す
く
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
に

際
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
や
活
動
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
、
日

本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
記
念
パ
ネ
ル
を
掲
載
し
ま
し

た
。
ユ
ネ
ス
コ
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
幅
広
い
活
動
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
70
周
年
関
連
の
取
組
に
つ
い
て
随
時

発
信
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
に
関
す
る
情
報
を
は
じ

め
、
日
本
全
国
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
を
分
野
横
断
的
に
情
報

発
信
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
社
会
課

題
解
決
を
目
指
す
企
業
や
若
者
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と

の
協
働
を
進
め
る
た
め
の
情
報
発
信
・
共
有
、
関
係
者
間

の
交
流
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
未
来
共
創
プ

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ユ
ネ
ス
コ
未
来
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設

�https://w
w
w
.m
ext.go.jp/

unesco/002/index_00001.
htm 【

日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年
に
際
し
て
】

こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー

「
ユ
ネ
ス
コ
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」
の

開
催

日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
70
周
年

記
念
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設

日本のユネスコ加盟７０周年記念の取組 特集
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ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
公
開
し
ま
し
た
。

国
内
関
係
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
イ
ベ
ン
ト
案
内
等

含
む
）
も
、
こ
の
サ
イ
ト
か
ら
発
信
予
定
で
す
。

文
部
科
学
省
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ

と
我
が
国
の
関
係
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
変
遷
や
国
内
外

の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
つ
い
て
順
次
展
示
し
て
い
ま
す
。
写

真
や
ポ
ス
タ
ー
、
動
画
等
を
活
用
し
、
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念

や
事
業
、
我
が
国
に
と
っ
て
の
意
義
に
つ
い
て
振
り
返
る

こ
と
の
で
き
る
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

● 

文
部
科
学
省
正
面
玄
関
壁
面
に
パ
ネ
ル
を
展
示

 

（
令
和
３
年
４
月
～
）

 

● 

文
部
科
学
省
２
階
ロ
ビ
ー
通
路
で
の
展
示

 

（
令
和
３
年
４
月
～
９
月
）

 

● 

文
部
科
学
省
情
報
ひ
ろ
ば
（
旧
庁
舎
３
階
）
で
の
展
示

 

（
令
和
３
年
10
月
～
12
月
）

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま

え
、
①
国
内
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
関
す
る
若
者
世
代
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
②
未
来
を
担
う
若
者
か
ら
の
声
を

我
が
国
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
③
国

際
会
議
等
に
お
け
る
日
本
の
若
者
か
ら
の
発
信
力
を
強
化

す
る
た
め
、
70
周
年
を
契
機
と
し
て
「
次
世
代
ユ
ネ
ス
コ

国
内
委
員
会
（
仮
称
）」
を
組
織
す
る
予
定
で
す
。

令
和
３
年
９
月
13
日
ま
で
、メ
ン
バ
ー
の
公
募
を
行
い
、

1
5
0
名
を
超
え
る
方
か
ら
の
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。
今

後
、
若
者
を
中
心
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
地
球
規
模
課
題
を
含

む
世
界
の
状
況
を
踏
ま
え
た
議
論
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社

会
を
見
据
え
た
議
論
、
ユ
ネ
ス
コ
の
教
育
、
科
学
、
文
化

の
各
分
野
に
お
け
る
若
者
向
け
事
業
へ
の
参
画
・
貢
献
、

世
界
の
若
者
と
議
論
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
実
施

等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

こ
の
取
組
を
通
じ
て
、
未
来
を
担
う
若
者
か
ら
の
声
を

我
が
国
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
反
映
さ
せ
、
国
内
外
の
活
動

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�https://unesco-sdgs.m
ext.

go.jp

【
ユ
ネ
ス
コ
未
来
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
】

70
周
年
記
念
展
示

「
次
世
代
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会

（
仮
称
）」
に
つ
い
て

日本のユネスコ加盟７０周年記念の取組特集

https://unesco-sdgs.mext.go.jp
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連合国教育大臣会議・ユネスコ憲章採択

ユネスコ憲章発効・ユネスコ創設

仙台ユネスコ協力会発足（世界初の民間ユネスコ協会）

第1回ユネスコ運動全国大会開催

日本ユネスコ協力会連盟結成（26年に日本ユネスコ協会連盟に改称）

日本、ユネスコに加盟

ユネスコ活動に関する法律公布、日本ユネスコ国内委員会設置

ユネスコ協同学校（ユネスコスクール）事業(ASPnet)の開始

政府間海洋学委員会（IOC）発足

国際水文学10年計画(IHD)の開始

ユネスコと連携した国立教育研究所のアジア地域教育協力事業の開始

人間と生物圏（MAB）計画発足

財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）設立

アジア・太平洋地域教育開発計画(APEID)発足

国際水文学計画（IHP）発足　

東南アジア基礎科学地域協力事業の開始(日本の信託基金による事業)

IOC西太平洋地域小委員会 (WESTPAC)発足　

米国脱退

教育の完全普及に関するアジア・太平洋地域事業計画(APPEAL)発足

日本ユネスコ協会連盟による「世界寺子屋運動」の開始　　

万人のための教育(EFA)世界会議(ジョムティエン（タイ）) 

国際識字年日本、ユネスコに識字教育信託基金を設置

国連環境・開発会議（リオデジャネイロ（ブラジル））

日本、世界遺産条約加盟　

日本から最初の世界遺産リスト登録（法隆寺・姫路城・屋久島・白神山地）

21世紀国際教育委員会報告書(ドロール報告書)公表

松浦晃一郎氏ユネスコ事務局長に就任

世界教育フォーラム(ダカール（セネガル）)

国連ミレニアム・サミットミレニアム開発目標(MDGs)の設定

昭和20年(1945)

21年(1946）

22年(1947)

23年(1948）

　　26年(1951)

　　27年(1952)

    28年(1953)

　　36年(1961）

　　40年(1965)

　42年(1967)

46年(1971)

48年(1973)

50年(1975)

54年(1979)

59年(1984)

62年(1987)

平成元年(1989)

２年(1990)

４年(1992)

5年(1993) 

８年(1996)

11年(1999)

12年(2000)

ユネスコと日本の主な歩み

日本のユネスコ加盟７０周年記念の取組 特集
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ユネスコ加盟50周年記念式典(東京)

持続可能な開発のための世界サミット（ヨハネスブルグ（南ア））

国連識字の10年、米国ユネスコ復帰

国連持続可能な開発のための教育の10年（DESD）アジア太平洋地域

開始式典(名古屋)

水災害リスクマネジメント国際センター（ICHRM）設立（つくば）

無形文化遺産条約発効、日本加盟

ESD国際フォーラム2008 (東京)

持続可能な開発のための教育（ESD）世界大会(ボン)

第1回ユネスコスクール全国大会(東京)

アジア太平洋無形文化遺産研究センター(IRCI)の設立(堺)

持続可能な開発のための教育(ESD)に関するユネスコ世界会議(名古屋、岡山)　

（ユネスコスクール世界大会）

ESDに関するグローバル･アクション･プログラム（GAP）開始

持続可能な開発のための2030アジェンダ、国連持続可能な開発サミット（ニューヨーク）で採択

SDGsの設定　ユネスコ総会、教育2030行動枠組みを採択

日本のユネスコスクール1000校を超える

米国、イスラエル、ユネスコ脱退

持続可能な開発のための教育：SDGsの実現に向けて(ESD for 2030)の開始

持続可能な開発のための国連海洋科学の10年開始

日本、ユネスコ加盟70周年　

13年(2001)

14年(2002)

15年(2003)

17年(2005)

18年(2006)

20年(2008)

21年(2009)

23年(2011)

26年(2014)

27年(2015)

28年(2016)

30年(2018)

令和２年 (2020)

３年 (2021)

日本のユネスコ加盟７０周年記念の取組特集



令
和
３
年
度
学
校
基
本
調
査
速
報
公
表
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
調
査
企
画
課

学
校
基
本
調
査
は
、学
校
教
育
行
政
に
必
要
な
学
校
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
23
年
度
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、令
和
３
年
度
学
校
基
本
調
査
の
結
果
の
一
部
を
８
月
27
日
に
速
報
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

学
校
基
本
調
査
は
、
全
国
の
す
べ
て
の
学
校
（
幼
稚
園
、

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務

教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学

校
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
）
を
調
査
対
象
と
し
て
、
毎
年
５
月
１
日
現

在
の
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
学
校
数
、
在
学
者
数
、
卒
業
者
数
、
就

職
者
数
、
進
学
者
数
な
ど
学
校
の
基
本
的
な
事
項
で
す
。

今
年
度
の
調
査
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
例
年
と
同
様
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
調
査
事
務
等
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
変
更
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
加
え
て
学
校
現
場
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
推
進
に
資
す
る
観
点
か
ら
、「
提
出
期
限
の
延
長
」と「
速

報
公
表
内
容
の
精
選
」
に
つ
い
て
は
恒
久
的
な
も
の
と
す

る
こ
と
と
し
、
令
和
４
年
度
調
査
以
降
に
つ
い
て
も
同
様

の
方
針
を
継
続
し
、
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

１
．
提
出
期
限
の
延
長

調
査
の
概
要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
と
、

調
査
事
務
に
お
け
る

働
き
方
改
革
へ
の
取
組
の
推
進

昨
年
度
と
同
様
に
、
学
校
基
本
調
査
の
調
査
結
果
の
文

部
科
学
省
へ
の
提
出
期
限
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
、
中
学

校
な
ど
の
初
等
中
等
教
育
機
関
に
お
い
て
は『
７
月
10
日
』

及
び
『
７
月
31
日
』、
大
学
、
短
期
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
に
お
い
て
は
『
６
月
30
日
』
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
令

和
元
年
度
調
査
以
前
と
比
較
し
て
１
か
月
程
度
延
長
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
人
員
確
保
が
難
し

い
学
校
現
場
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
無
理
な

く
十
分
な
作
業
期
間
が
確
保
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
し

た
。昨

年
度
と
同
様
に
、速
報
値
の
公
表
時
期
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
調
査
以
前
と
比
較
し
て
３
週
間
程
度
後
ろ
倒

し
を
行
い
、『
８
月
下
旬
（
８
月
27
日
）』
に
公
表
い
た
し

ま
し
た
。

２
．
速
報
値
公
表
時
期
の
後
ろ
倒
し
と
項
目
の
精
選
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表１　初等中等教育機関，専修学校・各種学校の学校数，在学者数，教員数

（注） 　(　　)は，前年度からの増減値である。

－

(-1,150) (-198) (-164)

379 103,554 8,668 3,783 43.6

(-0.9)
各 種 学 校

(-29)  (－)  (－) (-29) (-1,270)  (－) (-120)

1,073 － 6 1,067 103,933

33,739 2,501 1,302 52.1397 1 6 390 34,150 4

(108) (-11) (-37) (-1.2)うち高等課程

を置く学校

(-7)  (－)  (－) (-7) (75) (-2) (-31)

407

2,890 662,157

(-5) (-781) (1,769) (-201) (-159) (-0.2)
専 修 学 校

(-31) (-1) (-1) (-29) (983)

300 22,953 638,904 40,623 21,345 52.53,084 8 186

1,160 45 1,100 15 146,290 2,907

(-2) (1,438) (31) (210) (460) (0.4)

142,528 855 86,143 53,647 62.3

56 4 34 18 32,756

特 別 支 援 学校
(11)  (－) (10) (1) (1,467)

2,886 23,000 6,870

(-83,882) (-198) (-76,690) (-6,994) (-2,517) (2)

74,579 32.9

中 等 教 育 学校
 (－)  (－) (1) (-1) (330) (-28) (257)

2,721 945 34.7

(101) (38)  (－) (-0.5)

4,857 15 3,522 1,320 3,008,182 8,254 1,989,290 1,010,638 226,728

54,480 194 5,382 2,866 53.3

高 等 学 校
(-17)  (－) (-15) (-2)

151 5 145 1 58,568 3,894
義 務 教 育 学校

(25) (1) (24)  (－) (8,891) (511)

(0.4)

(8,332) (48) (896) (464) (-0.2)

109,326 44.010,077 68 9,231 778 3,229,707 27,267 2,957,191 245,249 248,254

(-434) (15,768) (3,154) (1,440) (1,345) (0.3)
中 学 校

(-65) (-1) (-60) (-4) (18,488)

6,107,708 79,522 422,865

(311) (613) (0.1)

19,340 67 19,032 241 6,223,401 36,171
小 学 校

(-185) (-1) (-185) (1) (-77,292) (-451) (-77,437) (596)

－ 96,450 700,416 129,111 122,298 94.7認 定 こ ど も 園 6,269 － 862 5,407 796,866

263,798 62.4

(1,729) (36,124) (8,326) (7,758) (-0.1)

84,262 93.4

幼 保 連 携 型 (422)  (－) (28) (394) (37,853)  (－)

9,421 49 3,104 6,268 1,009,109 4,902 128,570 875,637 90,201

(-212) (-16,916) (-52,259) (-1,584) (-1,497) (－)
幼 稚 園

(-277)  (－) (-147) (-130) (-69,387)

うち女性
女性の

比率(％)

計 国立 公立 私立 計 国立 公立 私立
区　　分

学　校　数（校） 在　学　者　数（人） 教 員 数（本務者）（人）

計

ま
た
、
公
表
内
容
に
つ
い
て
も
、
進
学
率
、
就
職
率
と

い
っ
た
卒
業
後
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
速
報
段
階
で

は
公
表
せ
ず
、
地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎
に
用
い
る
こ
と

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
項
目
（
学
校
数
、
在
学
者
数
、

教
職
員
数
な
ど
）
な
ど
、
真
に
必
要
な
項
目
の
み
に
公
表

対
象
を
絞
る
こ
と
で
、
審
査
事
務
等
を
省
力
化
し
、
学
校

現
場
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
負
担
の
軽
減
に
資
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
非
常
に

厳
し
い
調
査
環
境
の
中
、
２
年
連
続
で
速
報
値
の
公
表
が

無
事
に
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
学
校
現
場
の
皆
様
や
地
方

公
共
団
体
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改

め
て
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。初

等
中
等
教
育
機
関
に
お
け
る
在
学
者
数
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
調
査
に
引
き
続
き
、
多
く
の
学
校
種
に
お
い

て
、
減
少
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
数
値
と
し
ま
し

て
は
、
幼
稚
園
は
１
０
０
万
９
千
人
で
、
前
年
度
よ
り
６

万
９
千
人
減
少
。
小
学
校
は
６
２
２
万
３
千
人
で
、
前
年

度
よ
り
７
万
７
千
人
減
少
。
高
等
学
校
は
３
０
０
万
８
千

人
で
、
前
年
度
よ
り
８
万
４
千
人
減
少
。
各
種
学
校
は
１

０
万
４
千
人
で
、
前
年
度
よ
り
１
，
０
０
０
人
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
小
学
校
及
び
各
種
学
校
で
は
調
査
開
始
以
降

最
少
の
在
学
者
数
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

１
．
初
等
中
等
教
育
機
関
に
お
け
る
在
学
者
数

調
査
結
果
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

令和３年度学校基本調査速報公表について
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表２　高等教育機関の学校数，在学者数，教員数

（注） 1 (　　)は，前年度からの増減値である。

2 「在学者数」には，学部学生・本科学生のほか，専攻科・別科の学生，科目等履修生等を含む。

3 「大学」のうち数については，在学者がいる学校数を計上している。

4 「うちその他」の学生とは，科目等履修生，聴講生及び研究生である。

5 「専門学校」とは，専修学校のうち専門課程を置く学校をいう。

57.0 296 22,538 584,144 37,066 19,880

(-108) (-0.1)

2,756 8 183 2,565 606,978 346,253

(2,828) (0.2) (-3) (-755) (3,321) (-169)

53.6

57 51 3 3 56,905 11,930

専 門 学 校
(-23) (-1) (-1) (-21) (2,563)

(-29) (2) (0.1)

11.64,085 474

(0.5) (99) (-28) (-140)

5,363 96,868 7,015

1,81721.0 51,316 3,772
高 等 専 門 学 校

 (－)  (－)  (－)  (－)

(-79) (0.4)

315 － 14 301 102,231 89,623 87.7 －

(-5,021) (-0.3)  (－) (-185) (-5,180) (-196)
短 期 大 学

(-69) (259)

32,159 14,533 45.2 11,164 1,781 19,214

3,753 53.5

(-749) (-694) (-1.1) (49)

(-2)  (－) (-1,537)

(-8)  (－) (-3) (-5) (-5,365)

(-259) (-539)

うち別科
(-1,539) (-699) (6.0)

(5)

893 678 75.9 279 123 491

2,155 1,288 59.8 298 58 1,799

うちその他

うち専攻科
(-9) (19) (2.8) (-18) (4)

7,701 726 10,949119 61 7 51 19,376 6,605 34.1

(489) (144) (-0.1) (300) (-21) (210)

51,040 5,313 18,953

うち専門職

学位課程

(-5)  (－)  (－) (-5)

461 77 69 315 75,306 25,675 34.1

(-39) (87) (0.1) (154) (91) (-284)

93,370 11,105 57,998622 86 84 452 162,473 51,742 31.8

(2,176) (809)  (－) (-350) (406) (2,120)
うち修士課程

(8)  (－) (2) (6)

うち博士課程
(2)  (－) (3) (-1)

(476) (2,046)

652 86 86 480 257,155 84,022 32.7 152,111 17,144 87,900
うち大学院

(9)  (－) (2) (7) (2,626) (1,040) (0.1) (104)

190,479 50,243 26.4

(1,637) (2,299)

141,331 2,051,015
うち学部

(8)  (－) (3) (5) (2,384) (3,164) (0.1) (-1,552)

778 82 95 601 2,625,956 1,196,629 45.6 433,610

計

うち女子
女子の

比率(％)
うち女性

女性の

比率(％)

803 86 98 619 2,918,318 1,297,150 44.4 597,462

(-1,419) (1,858) (2,274) (880) (1,105) (0.5)

160,437
大 学

(8)  (－) (4) (4) (2,713) (2,830)  (－)

私立

2,160,419

区　　分

学 校 数（校） 在　学　者　数（人）

計 国立 公立 私立 計 国立 公立

教 員 数（本務者） (人)

一
方
で
、
近
年
新
た
に
設
置
さ
れ
た
学
校
種
な
ど
を
中

心
に
在
学
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

数
値
と
し
ま
し
て
は
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
は
79

万
７
千
人
で
、
前
年
度
よ
り
３
万
８
千
人
増
加
。
中
学
校

は
３
２
２
万
９
千
人
で
、前
年
度
よ
り
１
万
８
千
人
増
加
。

義
務
教
育
学
校
は
５
万
９
千
人
で
、
前
年
度
よ
り
９
，
０

０
０
人
増
加
。
中
等
教
育
学
校
は
３
万
３
千
人
で
、
前
年

度
よ
り
３
０
０
人
増
加
。
特
別
支
援
学
校
は
約
14
万
６
千

人
で
、
前
年
度
よ
り
１
，
５
０
０
人
増
加
。
専
修
学
校
は

66
万
２
千
人
で
、
前
年
度
よ
り
１
，
０
０
０
人
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
、
義
務
教
育
学

校
及
び
特
別
支
援
学
校
で
は
調
査
開
始
以
降
最
多
の
在
学

者
数
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
は
近
年
在
学
者
数
の
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、今
年
度
調
査
で
は
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
総
務
省
の
人
口
推
計
等
を
紐
解
く

と
、
中
学
生
相
当
の
年
齢
の
人
口
が
一
時
的
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
そ
の
結
果
、
在
学
者
数
が
増
加

し
て
い
る
も
の
と
推
測
し
ま
す
が
、
長
期
的
に
は
ま
た
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
学
全
体
の
在
学
者
数
は
２
９
１
万
８
千
人
で
、
前
年

度
よ
り
３
，
０
０
０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
と

し
ま
し
て
は
、
学
部
学
生
は
２
６
２
万
６
千
人
で
、
前
年

度
よ
り
２
，
０
０
０
人
増
加
。
大
学
院
学
生
は
25
万
７
千

人
で
、
前
年
度
よ
り
３
，
０
０
０
人
増
加
。
専
攻
科
に
所

属
す
る
学
生
は
９
０
０
人
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。

別
科
に
所
属
す
る
学
生
は
２
，
０
０
０
人
で
、
前
年
度
よ

り
１
，
５
０
０
人
減
少
。
そ
の
他
（
科
目
等
履
修
生
や
研

２
．
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
在
学
者
数

令和３年度学校基本調査速報公表について
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究
生
等
）
の
学
生
は
３
万
２
千
人
で
、
前
年
度
よ
り
８
０

０
人
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

学
部
学
生
数
が
調
査
開
始
以
降
最
多
を
記
録
し
て
お

り
、
大
学
全
体
の
学
生
数
と
し
て
も
昨
年
度
と
比
較
す
る

と
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
そ

の
他
の
学
生
数
（
科
目
等
履
修
生
や
聴
講
生
）
に
つ
い
て

は
減
少
し
て
お
り
、
要
因
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
募
集
停
止
や
留

学
生
、
社
会
人
学
生
の
減
少
な
ど
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

ま
た
、
大
学
学
部
の
女
子
学
生
は
、
前
年
度
よ
り
３
，

０
０
０
人
増
加
し
、
調
査
開
始
以
降
最
多
と
な
る
１
１
９

万
６
千
人
と
な
り
、
学
生
全
体
に
占
め
る
女
子
の
割
合
に

つ
い
て
も
、
45
・
６
％
（
前
年
度
よ
り
０
・
１
ポ
イ
ン
ト

上
昇
）
で
調
査
開
始
以
降
最
高
を
記
録
し
て
お
り
ま
す
。

短
期
大
学
学
生
数
は
10
万
２
千
人
で
、前
年
度
よ
り
５
，

０
０
０
人
減
少
。
高
等
専
門
学
校
学
生
数
は
５
万
７
千
人

で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

専
修
学
校
専
門
課
程
の
生
徒
数
は
、
60
万
７
千
人
で
、

前
年
度
よ
り
３
，
０
０
０
人
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
稿
に
掲
載
し
て
い
な
い
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
以
下
に
示
す
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
学
校

基
本
調
査
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
報
告
書
（
確
定
値
）
は
、
例
年
と
同
様
に
本
年

12
月
に
刊
行
予
定
で
す
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/toukei/
chousa01/kihon/kekka/1268046.htm

今
年
度
、
電
子
調
査
票
の
更
改
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
令
和
４
年
度
調
査
に
お
い
て
は
、
調
査
結
果
の
集

計
用
シ
ス
テ
ム
の
更
改
を
予
定
し
て
お
り
、
都
道
府
県
職

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
２
年
連
続
で
の
シ
ス
テ

ム
更
改
に
伴
う
対
応
、
事
務
の
変
更
等
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
今
後
と
も
円
滑
で

効
率
的
な
調
査
事
務
の
遂
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
お
力
添
え
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

学
校
基
本
調
査
は
、
公
的
統
計
の
根
幹
を
な
す
重
要
性

の
高
い
「
基
幹
統
計
」
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
学
校

教
育
行
政
の
基
礎
資
料
に
足
り
う
る
正
確
な
数
値
の
公
表

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
学
校
基
本
調
査
に
向
け
て

令和３年度学校基本調査速報公表について
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令
和
２
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
調
査
企
画
課

学
校
保
健
統
計
調
査
は
、学
校
に
お
け
る
幼
児
、児
童
及
び
生
徒
の
発
育
及
び
健
康
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
23
年
度
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、令
和
２
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
の
確
定
値
を
７
月
28
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

お
い
て
測
定
時
期
を
異
に
し
た
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
過
去
の
数
値
と
単
純
比
較
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

（１）　

裸
眼
視
力
1
・
0
未
満
の
者
の
割
合
は
、
年
齢
が
高

く
な
る
に
つ
れ
て
お
お
む
ね
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、

小
学
１
年
生
で
約
４
人
に
１
人
、
小
学
６
年
生
で
は
約
半

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（２）　

む
し
歯
（
う
歯
）
の
者
の
割
合
は
、
８
歳
が
最
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

（１）　

調
査
対
象

国
立
、
公
立
、
私
立
の
幼
稚
園
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教

育
学
校
、
高
等
学
校
の
満
５
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
児
童
等

の
一
部
（
抽
出
調
査
）。

※
抽
出
率

発
育
状
態
：
全
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
５
・
２
％

（
69
万
５
６
０
０
人
）

健
康
状
態
：
全
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
25
・
０
％

　
　
　
　
　
（
３
３
４
万
９
２
１
人
）

（２）　

調
査
事
項

児
童
等
の
発
育
状
態
（
身
長
、
体
重
）
及
び
健
康
状
態

（
疾
病
・
異
常
の
有
無
）。

（３）　

調
査
時
期

学
校
保
健
安
全
法
に
よ
る
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ

き
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
の
間

に
実
施
。

令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
例
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
に

実
施
さ
れ
る
健
康
診
断
に
つ
い
て
当
該
年
度
末
ま
で
に
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
学
校
保
健
統
計
調
査
に
お

い
て
も
調
査
期
間
を
年
度
末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
本
集
計
結
果
は
、
成
長
の
著
し
い
時
期
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
対
応

調
査
の
概
要

調
査
結
果
の
概
要

健
康
状
態
調
査
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（３）　

鼻
・
副
鼻
腔
疾
患
の
者
の
割
合
は
、
小
学
校
・
中
学

校
で
１
割
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
９
歳
が
最
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

※
な
お
、
令
和
２
年
度
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の

項
目
も
調
査
時
期
の
影
響
が
含
ま
れ
る
た
め
、
令
和
元
年

度
ま
で
の
数
値
と
単
純
な
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

（１）　

身
長
の
平
均
値
の
推
移
は
、
平
成
６
年
度
か
ら
13
年

度
あ
た
り
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
横
ば
い
傾
向
で
す
。

（２）　

体
重
の
平
均
値
の
推
移
は
、
平
成
10
年
度
か
ら
18
年

度
あ
た
り
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
横
ば
い
傾
向
で
す
。

（３）　

肥
満
傾
向
児
の
割
合
は
増
加
傾
向
で
す
。
痩
身
傾
向

児
の
割
合
は
、
こ
の
10
年
間
で
お
お
む
ね
横
ば
い
も
し
く

は
増
加
傾
向
で
す
。

※
な
お
、
令
和
２
年
度
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の

項
目
も
調
査
時
期
の
影
響
が
含
ま
れ
る
た
め
、
令
和
元
年

度
ま
で
の
数
値
と
単
純
な
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
、
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
「
学
校
保
健
統
計

調
査
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/toukei/
chousa05/hoken/1268826.htm

発
育
状
態
調
査

〇
年
齢
別
　
裸
眼
視
力
1
・
0
未
満
の
者
、
む
し
歯
（
う
歯
）
の
者
の
割
合

〇
年
齢
別
　
主
な
疾
病
・
異
常
被
患
率
の
割
合
（
裸
眼
視
力
、
む
し
歯
（
う
歯
）
以
外
）

〇
肥
満
傾
向
児
の
割
合
の
推
移

27.90

24.22

28.43

33.89

41.46

46.51

49.47

55.19

59.30

60.61

63.29

61.77

裸眼視力1.0未満の者

64.43

30.34

36.46

44.21

47.51

45.38

37.05

30.88

29.44

32.04

35.07

37.29

42.26

45.46

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

55.00

60.00

65.00

5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳

(%)

むし歯（う歯）の者

○○年齢別 裸眼視力1.0未満の者、むし歯（う歯）の者の割合

眼の疾病・異常

耳 疾 患

鼻・副鼻腔疾患

せき柱・胸郭・

四肢の状態

アトピー性皮膚炎

ぜ ん 息

蛋白検出の者

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳

(%)

年齢別 主な疾病・異常被患率の割合（裸眼視力、むし歯（う歯）以外）

令和２年度学校保健統計調査について

◆H17以前最多値
■H18以降最多値

男子

女子
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琉
球
舞
踊
は
、
18
世
紀
か
ら
19
世
紀
中
頃
に
か
け
て
、

琉
球
国
で
大
成
し
た
古
典
舞
踊
と
、
そ
の
演
技
技
法
を
基

き
生
き
と
し
た
姿
を
描
く
雑
踊
ま
で
、
幅
広
い
芸
域
を
高

度
に
保
持
し
、
洗
練
さ
れ
た
技
術
を
も
っ
て
作
品
世
界
を

芸
術
性
豊
か
に
演
じ
分
け
る
表
現
力
と
同
人
の
創
作
作
品

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

礎
と
し
て
明
治
以
降
に
創
作
さ
れ
た
雑
踊
か
ら
成
る
舞
踊

で
す
。
琉
球
舞
踊
立
方
は
、
琉
球
舞
踊
を
構
成
す
る
技
法

の
一
つ
で
、
三
線
音
楽
に
の
せ
、
登
場
人
物
の
心
情
や
情

景
を
、
沖
縄
独
自
の
演
技
技
法
を
用
い
て
情
緒
豊
か
に
表

現
す
る
も
の
で
す
。

宮
城
幸
子
氏
は
、
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）、
戦
後
の

琉
球
舞
踊
界
を
牽
引
し
た
舞
踊
家
の
一
人
で
あ
る
真
境
名

佳
子
に
師
事
し
て
琉
球
舞
踊
を
学
び
始
め
ま
し
た
。
師
の

芸
と
芸
風
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
自
ら
の
個
性
を
示
し
て

存
在
感
あ
る
表
現
を
成
就
さ
せ
、
気
品
あ
る
、
優
美
な
踊

り
で
女
性
の
内
面
を
豊
か
に
表
現
す
る
同
氏
の
古
典
女
踊

は
と
り
わ
け
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

志
田
房
子
氏
は
、
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）
に
玉
城
盛

重
に
師
事
し
て
琉
球
舞
踊
の
道
に
入
り
、
盛
重
の
逝
去
の

後
、
複
数
の
師
か
ら
指
導
を
得
ま
し
た
。
抽
象
的
な
所
作

に
よ
っ
て
内
面
を
表
現
す
る
古
典
舞
踊
か
ら
、
庶
民
の
生

芸
能
の
部

  

琉
球
舞
踊
立
方
　

　 

宮
城
幸
子
氏

　 

志
田
フ
サ
子
氏
（
芸
名
　
志
田
房
子
）

重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
及
び
保
持
者
の
認
定（
各
個
認
定
）

に
つ
い
て

文
化
庁
文
化
財
第
一
課

文
化
財
第
一
課
で
は
、芸
能
、工
芸
技
術
の
二
つ
の
分
野
で
、重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
を
行
い
、

指
定
す
る
わ
ざ
を
体
現
等
す
る
個
人
を
保
持
者
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
７
月
に
新
た
に
指
定
・
認
定
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
重
要
無
形
文
化
財
及
び
保
持
者
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

７
月
16
日
に
開
か
れ
た
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
に

お
い
て
、
２
件
の
無
形
文
化
財
を
重
要
無
形
文
化
財
に
指

定
し
、
合
計
４
名
の
保
持
者
を
そ
れ
ぞ
れ
認
定
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
件

数
は
78
件
、
保
持
者
（
各
個
認
定
）
の
人
数
は
1
1
5
人

（
実
員
1
1
4
人
）
と
な
り
ま
す
。

志田房子氏
（写真提供・横浜能楽堂、写真撮影・神田佳明 )

宮城幸子氏（写真撮影・高野生優）
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人
形
浄
瑠
璃
文
楽
は
、
三
業
（
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
）

で
構
成
さ
れ
る
舞
台
芸
術
で
、
18
世
紀
中
頃
に
大
成
し
ま

し
た
。
物
語
を
語
る
太
夫
、
各
場
面
の
情
景
等
を
表
現
す

る
三
味
線
、
太
夫
と
三
味
線
の
演
奏
に
の
せ
て
演
技
す
る

人
形
に
よ
っ
て
展
開
し
ま
す
。
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
人
形

は
、
一
つ
の
人
形
を
主
遣
い
、
左
遣
い
、
足
遣
い
の
三
人

で
遣
う
と
い
う
世
界
の
人
形
芝
居
に
そ
の
比
を
見
な
い
繊

細
巧
緻
な
も
の
で
す
。

桐
竹
勘
十
郎
氏
は
、
女
方
遣
い
と
し
て
定
評
の
あ
る
吉

田
簑
助
の
も
と
で
修
業
す
る
と
と
も
に
、
豪
快
な
立
役
を

得
意
と
す
る
父
、
二
世
桐
竹
勘
十
郎
の
薫
陶
を
受
け
て
修

練
に
努
め
、
女
方
・
立
役
を
問
わ
ず
幅
広
い
芸
域
に
お
い

て
卓
抜
し
た
技
量
を
示
し
て
い
ま
す
。
荒
々
し
さ
と
繊
細

さ
を
柔
軟
に
遣
い
分
け
、
様
々
な
役
柄
の
内
面
も
的
確
に

表
現
す
る
同
氏
の
舞
台
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

茶
の
湯
釜
は
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
鋳
造
技
法
で
す
。

そ
の
基
本
的
な
製
作
技
法
は
、
外
型
と
中
子
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
空
の
鋳
型
を
構
成
す
る
「
惣
型
鋳

造
」で
す 

。川
砂
や
粘
土
等
を
原
料
と
し
て
鋳
型
を
造
り
、

そ
こ
に
砂
鉄
を
製
錬
し
た
和
銑
等
を
流
し
込
ん
で
鋳
造

し
、
茶
の
湯
釜
を
製
作
し
ま
す
。
角
谷
勇
圭
氏
は
、
伝
統

的
な
茶
の
湯
釜
の
制
作
技
法
を
高
度
に
体
得
し
、
と
り
わ

け
、
古
典
的
な
茶
の
湯
釜
の
美
を
尊
重
し
つ
つ
も
現
代
性

を
感
じ
さ
せ
る
端
正
な
形
態
と
と
も
に
、
そ
の
表
面
に
施

さ
れ
た
「
箆
押
」
に
よ
る
表
現
が
優
れ
た
作
品
を
制
作
し

て
、
日
本
伝
統
工
芸
展
等
で
受
賞
を
重
ね
、
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

芸
能
の
部

  

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
人
形
　

　 

宮
永
豊
実
氏
（
芸
名
　
桐
竹
勘
十
郎
）

工
芸
技
術
の
部

  

茶
の
湯
釜
　

　 

角
谷
勇
治
氏
（
雅
号
　
角
谷
勇
圭
）

桐竹勘十郎氏（写真撮影・小川知子）

角谷勇圭氏

志田房子氏
（写真提供・横浜能楽堂、写真撮影・神田佳明 )

重要無形文化財の指定及び保持者の認定（各個認定）について
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軸
首
は
、掛
幅
装
や
巻
子
装
な
ど
表
具
の
一
部
材
で
す
。

軸
木
の
両
端
に
装
着
さ
れ
、
装
飾
の
一
翼
を
担
う
と
と
も

に
、
巻
き
解
き
の
手
が
か
り
と
し
ま
す
。
種
々
の
材
質
が

用
い
ら
れ
ま
す
が
、
木
工
品
で
は
堅
固
、
重
厚
、
緻
密
な

材
質
を
も
つ
黒
檀
や
紫
檀
が
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
製
作
は
、
木
取
り
の
の
ち
、
轆
轤
を
用
い
て
刃
物

に
よ
り
成
形
し
ま
す
が
、
寸
分
違
わ
ず
繊
細
な
形
に
仕
上

げ
る
た
め
に
は
、
材
質
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
繊
細
、

正
確
な
加
工
技
術
を
必
要
と
し
ま
す
。

花
輪
滋
實
氏
は
、
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
埼
玉
県
の

挽
物
製
作
を
営
む
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
用
具
の
改
良
を

行
い
な
が
ら
、
挽
物
製
作
技
術
の
向
上
に
努
め
、
正
確
か

つ
繊
細
な
仕
上
が
り
を
も
つ
品
質
の
高
い
軸
首
を
製
作
し

て
い
ま
す
。

有
形
文
化
財
等
関
係

  

表
具
用
木
製
軸
首
製
作
　

　 

花
輪
滋
實
氏

選
定
保
存
技
術
の
選
定
及
び
保
持
者
・
保
存
団
体
の
認
定

に
つ
い
て

文
化
庁
文
化
財
第
一
課

文
化
財
第
一
課
で
は
、文
化
財
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
能
を
選
定
保
存
技
術
と
し
て
選
定
し
、

そ
の
わ
ざ
を
保
持
し
て
い
る
個
人
又
は
わ
ざ
の
保
存
事
業
を
行
う
団
体
を
保
持
者
又
は
保
存
団
体
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
７
月
に
新
た
に
選
定
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
選
定
保
存
技
術
と
そ
の
保
持
者
又
は
保
存
団
体
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

７
月
16
日
に
開
か
れ
た
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
に

お
い
て
、５
件
の
保
存
技
術
を
選
定
保
存
技
術
に
選
定
し
、

選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
の
追
加
認
定
を
含
め
、
合
計
６

名
の
保
持
者
、
２
団
体
（
実
団
体
数
は
１
）
を
保
存
団
体

に
認
定
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
選
定
保
存

技
術
の
選
定
件
数
は
82
件
、
保
持
者
の
人
数
は
58
人
、
保

存
団
体
の
団
体
数
は
41
団
体
（
実
団
体
数
は
35
団
体
）
と

な
り
ま
す
。
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美
術
工
芸
品
の
大
型
の
保
存
箱
や
茶
道
具
の
箱
に
は
、

伝
統
的
に
真
田
紐
が
付
さ
れ
ま
す
。
真
田
紐
は
、
染
色
し

た
経
糸
と
緯
糸
を
密
度
高
く
織
り
上
げ
、
単
色
も
し
く
は

文
様
を
あ
ら
わ
し
た
細
長
い
織
物
で
、
強
靱
性
、
非
伸
縮

性
、
耐
久
性
に
優
れ
、
同
時
に
装
飾
性
を
も
ち
ま
す
。
同

紐
は
美
術
工
芸
品
の
保
存
に
欠
か
せ
な
い
材
料
で
す
が
、

手
作
業
を
中
心
に
真
田
紐
を
製
作
す
る
技
術
者
は
極
め
て

稀
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
村
藤
一
氏
は
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
東
京
に
て

真
田
紐
製
作
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、
70
余
年
に
わ
た
り
真

田
紐
製
作
に
専
念
し
て
き
ま
し
た
。
糸
の
品
質
に
応
じ
た

品
質
の
高
い
真
田
紐
の
製
作
技
術
を
有
し
て
い
ま
す
。

染
織
品
は
、
脆
弱
な
材
質
、
構
造
を
有
し
て
お
り
、
経

年
に
よ
る
劣
化
や
損
傷
、
褪
色
の
速
度
が
速
い
で
す
。
特

に
近
世
以
前
に
製
作
さ
れ
た
染
織
品
の
修
理
で
は
、
よ
り

適
切
か
つ
安
定
し
た
修
理
材
料
と
し
て
、
近
代
工
業
化
に

よ
っ
て
変
化
す
る
以
前
の
性
質
を
持
っ
た
在
来
種
の
蚕
か

ら
在
来
の
技
術
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
補
修
裂
、補
修
糸
、

真
綿
等
が
不
可
欠
で
す
。

志
村
明
氏
は
、
昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
に
東
京
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
沖
縄
に
て
染
織
工
芸
、
特
に
絹
織
物
に
つ

い
て
の
技
術
の
修
練
を
積
ん
だ
後
、
近
世
以
前
の
日
本
に

お
け
る
絹
糸
、
絹
織
物
の
研
究
及
び
製
織
技
術
の
検
証
を

行
い
、
在
来
の
養
蚕
技
術
、
修
理
材
料
と
し
て
の
絹
糸
製

作
、
製
織
技
術
等
の
再
現
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
志
村
氏

が
製
作
す
る
修
理
材
料
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
中
心

と
す
る
数
多
く
の
文
化
財
修
理
に
供
給
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
絵
画
の
模
写
材
料
等
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

規
矩
術
は
、
指
矩
を
駆
使
し
て
反
り
上
が
っ
た
軒
な
ど

建
造
物
各
部
の
立
体
的
で
複
雑
な
納
ま
り
を
定
め
る
技
術

で
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
木
造
建
築
修
理
の
設
計
・
施
工

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
近
世
以
前
は
基
本
的
な
要
点
を
お
さ

え
、
細
部
は
経
験
に
基
づ
い
て
建
物
ご
と
に
臨
機
に
納
め

た
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
近
世
の
規
矩
は
立
体
幾
何
学
の
理

有
形
文
化
財
等
関
係

  
美
術
工
芸
品
保
存
箱
紐
（
真
田
紐
）
製
作
　

　 
市
村
藤
一
氏

有
形
文
化
財
等
関
係

  

規
矩
術
（
近
世
規
矩
）　

　 

青
木
弘
治
氏

有
形
文
化
財
等
関
係

  

在
来
絹
製
作
　

　 

志
村
明
氏

選定保存技術の選定及び保持者・保存団体の認定について
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我
が
国
の
書
画
は
、
屏
風
装
、
額
装
、
襖
貼
付
、
壁
貼

付
等
に
仕
立
て
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

表
装
建
具
と
は
こ
れ
ら
の
形
状
に
用
い
ら
れ
る
木
製
の
下

地
骨
組
の
こ
と
で
す
。
表
装
建
具
の
わ
ず
か
な
狂
い
が
文

化
財
の
損
傷
原
因
と
な
る
た
め
、
そ
の
製
作
に
は
良
質
な

材
料
の
選
別
、
伝
統
的
な
工
法
の
採
用
、
正
確
無
比
な
加

工
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
村
上
潤
一
氏
は
、
昭
和
38
年

（
１
９
６
３
）
岩
手
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
京
に
て
選

有
形
文
化
財
等
関
係

  

表
装
建
具
製
作
　

　 

村
上
潤
一
氏

論
に
基
づ
い
て
精
緻
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昨
今
は
規
矩
術
を
必
要
と
す
る
本
格
的
な
木
造
建
築
が
少

な
く
、
そ
の
技
術
は
次
第
に
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

青
木
弘
治
氏
は
、
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
で
修

理
技
術
者
と
し
て
文
化
財
修
理
の
基
本
技
術
習
得
に
精
進

を
重
ね
る
と
と
も
に
、
複
数
の
選
定
保
存
技
術
保
持
者
か

ら
規
矩
術
の
指
導
を
受
け
、
規
矩
術
の
研
究
と
研
鑽
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
研
修
な
ど
で
は
、
現
保
持
者
の
持
田
武

夫
氏
と
共
に
後
進
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
保
存
技
術
保
持
者
山
岸
光
男
氏
に
師
事
し
て
技
術
を
習

得
し
、
収
縮
や
歪
み
を
極
力
生
じ
さ
せ
ず
、
軽
く
丈
夫
な

表
装
建
具
の
製
作
技
術
を
体
得
し
、
そ
の
製
品
は
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

漆
工
品
の
修
理
に
お
い
て
は
、各
時
代
の
材
料
や
蒔
絵
・

螺
鈿
な
ど
の
装
飾
技
法
を
含
む
製
作
技
法
の
特
色
に
つ
い

無
形
文
化
財
等
関
係

  

漆
工
品
修
理

　 

北
村
繁
氏

選定保存技術の選定及び保持者・保存団体の認定について
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て
の
広
範
な
知
識
と
豊
か
な
修
理
体
験
に
基
づ
く
適
切
な

判
断
力
、
そ
し
て
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
今
日
そ
の
よ
う
な
人
材
は
極
め
て
稀
少
で
す
。

北
村
繁
氏
は
、
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
奈
良
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
選
定
保
存
技
術
保
持
者
で
あ
る
父
・
謙
一
氏

に
師
事
し
て
、
我
が
国
の
伝
統
的
漆
工
技
法
を
修
得
し
、

さ
ら
に
、
大
学
で
は
、
金
工
の
製
作
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

修
理
・
模
造
製
作
や
関
連
調
査
等
を
通
じ
て
、
各
時
代
の

漆
工
品
の
伝
統
的
技
法
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
漆
工
品

の
装
飾
に
用
い
ら
れ
る
金
属
材
料
に
つ
い
て
も
豊
富
な
知

見
を
有
し
て
お
り
、
漆
工
品
の
修
理
及
び
模
造
製
作
の
技

術
に
お
い
て
定
評
が
あ
り
ま
す
。

箏
製
作
は
、
重
要
無
形
文
化
財
「
箏
曲
」
や
「
地
歌
」

等
の
演
奏
ば
か
り
で
な
く
、
歌
舞
伎
等
の
演
劇
や
舞
踊
の

上
演
に
用
い
ら
れ
る
楽
器
で
あ
る
箏
を
製
作
す
る
技
術
で

す
。
箏
の
本
体
は
桐
材
、
各
部
品
は
紅
木
材
が
多
く
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
製
作
工
程
は
、
製
材
、
甲
作
り
、
巻
き

（
装
飾
）
に
大
別
さ
れ
、
各
工
程
は
更
に
細
分
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
箏
製
作
に
は
多
数
の
工
程
が
あ
り
、
適
切
な
材

を
見
極
め
る
技
量
と
、
そ
れ
ら
を
加
工
す
る
高
度
な
技
術

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

邦
楽
器
製
作
技
術
保
存
会
は
、
我
が
国
の
伝
統
音
楽
に

不
可
欠
な
箏
及
び
三
味
線
の
製
作
技
術
の
継
承
と
向
上
を

主
た
る
目
的
と
し
て
、
令
和
３
年
６
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
箏
製
作
技
術
を
正
し
く
体
得
し
、
か
つ
精
通
す
る
全

国
の
技
術
者
等
を
構
成
員
と
す
る
箏
製
作
部
会
を
有
し
て

お
り
、
当
該
技
術
の
保
存
継
承
の
た
め
の
事
業
を
実
施
す

る
に
相
応
し
い
団
体
で
す
。

三
味
線
棹
・
胴
製
作
は
、
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
各
種
三
味
線
音
楽
の
み
な
ら
ず
、
演
劇
、
舞
踊

等
の
上
演
に
も
不
可
欠
な
楽
器
で
あ
る
三
味
線
の
棹
と
胴

を
製
作
す
る
技
術
で
す
。
棹
や
胴
の
寸
法
や
重
さ
な
ど
は

音
楽
の
種
類
や
地
域
、演
奏
家
に
よ
っ
て
も
異
な
る
た
め
、

そ
の
製
作
に
は
緻
密
な
調
整
が
必
要
で
す
。
三
味
線
棹
・

胴
製
作
に
は
、
各
部
に
最
適
な
材
を
見
極
め
る
技
量
と
、

材
質
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
実
演
家
の
要
望
に
応
じ
て
加
工

す
る
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

邦
楽
器
製
作
技
術
保
存
会
は
、
我
が
国
の
伝
統
音
楽
に

不
可
欠
な
箏
及
び
三
味
線
の
製
作
技
術
の
継
承
と
向
上
を

主
た
る
目
的
と
し
て
、
令
和
３
年
６
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
三
味
線
棹
・
胴
製
作
技
術
を
正
し
く
体
得
し
、
か
つ

精
通
す
る
全
国
の
技
術
者
等
を
構
成
員
と
す
る
三
味
線
製

作
部
会
を
有
し
て
お
り
、
当
該
技
術
の
保
存
継
承
の
た
め

の
事
業
を
実
施
す
る
に
相
応
し
い
団
体
で
す
。

無
形
文
化
財
等
関
係

  

箏
製
作
　

　 

邦
楽
器
製
作
技
術
保
存
会

無
形
文
化
財
等
関
係

  

三
味
線
棹
・
胴
製
作
　

　 

邦
楽
器
製
作
技
術
保
存
会
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讃
岐
の
醤
油
醸
造
技
術
は
、
我
が
国
有
数
の
醤
油
の
産

地
で
あ
る
讃
岐
地
方
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
醤
油
づ
く
り
の

技
術
で
す
。
讃
岐
に
お
け
る
醤
油
の
醸
造
は
、
瀬
戸
内
の

温
暖
な
気
候
や
古
く
か
ら
の
製
塩
業
、
海
運
上
の
恵
ま
れ

た
立
地
を
背
景
に
、
瀬
戸
内
海
東
部
に
位
置
す
る
小
豆
島

や
東
讃
の
引
田
な
ど
の
地
域
で
近
世
以
来
、
盛
ん
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

醤
油
の
醸
造
は
、
大
豆
を
蒸
し
、
小
麦
を
炒
っ
て
砕
く

原
料
処
理
の
作
業
に
は
じ
ま
り
、
次
い
で
、
製
麹
の
工
程

に
入
り
、原
料
と
種
麹
を
混
ぜ
て
醤
油
麹
を
つ
く
り
ま
す
。

こ
の
醤
油
麹
に
塩
と
水
を
加
え
、
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
諸

味
を
作
り
、
木
桶
に
仕
込
ん
で
長
期
間
熟
成
さ
せ
ま
す
。

熟
成
し
た
諸
味
は
、
布
袋
な
ど
に
入
れ
て
重
圧
を
か
け
て

絞
り
、
火
入
れ
に
よ
る
殺
菌
、
濾
過
の
工
程
を
経
て
醤
油

の
完
成
と
な
り
ま
す
。
醤
油
は
、「
一
麹
、
二
櫂
、
三
火

入
れ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
麹
づ
く
り
が
重
要
で
す
が
、

現
在
は
、
温
湿
度
管
理
や
手
入
れ
作
業
を
自
動
制
御
す
る

製
麹
装
置
を
備
え
た
麹
室
が
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
引
田
で
は
、「
む
し
ろ
麹
」
と
呼
ば
れ
る

醤
油
麹
の
伝
統
的
な
製
法
を
伝
え
て
い
ま
す
。
大
豆
と
小

麦
を
混
ぜ
、
盛
り
込
み
と
称
し
て
筵
の
上
に
均
一
に
広
げ

た
後
、
麹
室
の
棚
に
数
十
段
に
積
み
上
げ
て
、
手
入
れ
と

温
度
調
整
を
繰
り
返
し
、数
日
間
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
仕
込
み
の
工
程
で
は
、
量
産
で
き
る
ス
テ
ン
レ

ス
製
な
ど
の
大
型
タ
ン
ク
の
使
用
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
小
豆
島
で
は
、
大
型
の
木
桶
を
用
い
た
天
然
醸
造

に
よ
る
醤
油
づ
く
り
が
今
な
お
盛
ん
で
す
。
木
桶
を
用
い

讃
岐
の
醤
油
醸
造
技
術

登
録
無
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
に
つ
い
て

文
化
庁
文
化
財
第
一
課

文
化
財
第
一
課
で
は
、今
年
４
月
に
文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
し
、先
行
す
る
有
形
文
化
財
の
例
に
倣
い
、無
形
の
文
化
財
の
う
ち
、保
存
及
び

活
用
の
措
置
が
特
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
、国
の
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
制
度（
国
登
録
制
度
）を
新
設
し
ま
し
た
。

本
件
は
改
正
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
、登
録
無
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
第
１
号
と
な
り
ま
す
。

７
月
16
日
に
開
か
れ
た
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
に

お
い
て
、
２
件
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
を
登
録
無
形
民
俗

文
化
財
に
登
録
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
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た
仕
込
み
は
、
諸
味
を
適
度
に
撹
拌
す
る
櫂
入
れ
が
重
要

な
作
業
で
あ
り
、
麹
と
塩
水
を
混
ぜ
て
諸
味
を
均
一
に
熟

成
さ
せ
、
蔵
内
や
木
桶
に
住
み
着
く
多
種
多
様
な
微
生
物

の
働
き
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
醤
油
の
味
や
香
り
に
違
い

が
生
ま
れ
る
と
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
小
豆
島
で
は
、
木
桶

仕
込
み
の
醸
造
を
今
後
も
続
け
て
い
く
た
め
に
、
木
桶
の

製
造
技
術
の
伝
承
活
動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

土
佐
節
と
は
、
高
知
県
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
枯
れ
節
と

呼
ば
れ
る
硬
質
の
鰹
節
で
あ
り
、
本
件
は
そ
の
製
造
加
工

の
技
術
で
す
。
か
つ
て
は
春
先
に
土
佐
沖
を
の
ぼ
っ
て
く

る
カ
ツ
オ
を
用
い
て
製
造
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は

遠
海
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
に
お
け
る
鰹
節
製
造
の
歴
史
は
古
く
、
表
面
が

ざ
ら
ざ
ら
し
た
荒
節
に
は
じ
ま
り
、
さ
ら
に
そ
の
表
面
を

削
り
整
形
し
た
裸
節
を
経
て
、
近
世
後
期
に
土
佐
で
カ
ビ

付
け
に
よ
る
鰹
節
が
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ

ビ
付
け
は
、
鰹
節
の
腐
敗
を
防
ぎ
、
大
坂
や
江
戸
な
ど
遠

隔
地
へ
の
流
通
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
カ
ツ
オ
の
脂

肪
分
や
水
分
を
減
少
さ
せ
て
生
臭
み
を
取
る
な
ど
、
品
質

の
向
上
に
つ
な
が
り
、
土
佐
節
の
名
を
広
く
知
ら
し
め
ま

し
た
。
こ
う
し
た
土
佐
節
の
製
造
技
術
は
、
そ
の
後
、
薩

摩
や
伊
豆
、
駿
河
等
の
浦
々
へ
も
伝
わ
り
、
技
術
交
流
を

し
な
が
ら
今
日
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
佐
節
の
製
造
工
程
は
、ま
ず
大
型
の
カ
ツ
オ
を
選
び
、

「
土
佐
切
り
」
と
呼
ば
れ
る
豪
快
な
吊
る
し
切
り
に
よ
っ

て
、
生
の
状
態
の
カ
ツ
オ
を
三
枚
に
お
ろ
し
ま
す
。
そ
し

て
背
身
と
腹
身
に
わ
け
て
節
状
に
し
、
煮
籠
に
並
べ
て
高

温
の
煮
釜
で
煮
た
後
、
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
で
時
間
を

か
け
て
冷
ま
し
ま
す
。
そ
の
後
、
小
骨
や
皮
を
取
り
除
く

「
バ
ラ
抜
き
」
を
し
、
蒸
籠
に
並
べ
、
焚
納
屋
と
呼
ば
れ

る
焙
乾
炉
へ
運
び
ま
す
。
焙
乾
炉
で
は
、
身
割
れ
を
防
ぐ

た
め
に
薪
の
煙
と
熱
で
節
の
水
分
を
取
る
「
水
抜
き
」
を

し
て
か
ら
、
節
の
表
面
の
傷
や
凹
凸
に
す
り
身
を
す
り
込

み
整
形
す
る
「
そ
く
い
」
を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
一
か

月
の
間
、
さ
ら
に
薪
の
煙
で
燻
し
、
段
階
的
に
火
熱
を
加

え
て
水
分
を
抜
く
「
焙
乾
」
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
節

の
表
面
に
付
着
し
た
タ
ー
ル
等
を
削
り
、
形
状
を
整
え
た

う
え
で
「
カ
ビ
付
け
」
の
工
程
に
移
り
ま
す
。
室
で
節
に

良
性
の
カ
ビ
菌
を
吹
き
付
け
カ
ビ
を
増
殖
さ
せ
て
か
ら
、

「
日
乾
」
と
呼
ば
れ
る
天
日
干
し
の
作
業
を
お
こ
な
い
、

こ
れ
を
交
互
に
数
回
繰
り
返
し
、
数
か
月
を
か
け
て
完
成

と
な
り
ま
す
。

土
佐
節
の
製
造
技
術

登録無形民俗文化財の登録について
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春
日
社
の
神
々
の
霊
験
譚
を
集
め
た
絵
巻
物
で
、
全
二

十
巻
が
完
存
し
ま
す
。
発
願
者
の
西
園
寺
公
衡
に
よ
る
延

慶
２
年
（
１
３
０
９
）
に
よ
る
目
録
が
付
属
し
、
詞
は
鷹

司
基
忠
ら
四
名
が
分
担
執
筆
し
、
絵
は
高
階
隆
兼
（
生
没

年
不
詳
）
が
描
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
全
段
に
わ
た

っ
て
中
世
の
人
々
の
信
仰
や
生
活
が
活
写
さ
れ
、
そ
の
入

念
か
つ
繊
細
な
絵
画
表
現
と
絵
具
の
発
色
の
美
し
さ
は
息

を
の
む
ほ
ど
で
す
。
平
安
時
代
以
来
、
宮
廷
絵
所
で
育
ま

れ
た
絵
巻
物
文
化
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
を
示
す
名
品
で

す
。（
鎌
倉
時
代
）

二
度
に
わ
た
る
元
寇
に
お
け
る
九
州
の
御
家
人
・
竹
崎

季
長
（
１
２
４
６
～
？
）
の
闘
い
ぶ
り
と
、
最
初
の
元
寇

の
後
、
季
長
が
恩
賞
を
求
め
て
鎌
倉
で
直
談
判
し
た
と
い

う
出
来
事
を
扱
う
絵
巻
物
で
す
。
成
立
の
過
程
で
改
造
と

加
筆
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
絵
は
本
格
的
な
技
術
を

持
つ
絵
師
工
房
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
介
の
御
家
人
が
自

絵
画
の
部

  

絹
本
著
色
春
日
権
現
験
記
絵
（
高
階
隆
兼
筆
）

　 

国
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
保
管
）

絵
画
の
部

  

紙
本
著
色
蒙
古
襲
来
絵
詞

　 

国
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
保
管
）

国
宝
・
重
要
文
化
財（
美
術
工
芸
品
）の
指
定
に
つ
い
て

文
化
庁
文
化
財
第
一
課

文
化
財
第
一
課
で
は
、絵
画
、彫
刻
、工
芸
品
、書
跡
・
典
籍
、古
文
書
、考
古
資
料
、歴
史
資
料
の
七
つ
の
分
野
で
、

国
宝
・
重
要
文
化
財
の
指
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
７
月
に
新
た
に
国
宝
に
指
定
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
文
化
財
の
一
部
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

７
月
16
日
に
開
か
れ
た
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
に

お
い
て
、５
件
の
有
形
文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指
定
し
、

こ
れ
を
国
宝
に
指
定
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
美
術
工
芸
品
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
件
数
は
国
宝

９
０
２
件
、
重
要
文
化
財
１
万
８
１
２
件
と
な
り
ま
す
。
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身
の
実
体
験
を
絵
巻
の
形
で
記
録
し
よ
う
と
し
た
稀
有
の

作
で
、
元
寇
が
同
時
代
の
出
来
事
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

点
に
お
い
て
も
、
比
類
な
い
価
値
を
有
す
る
作
例
で
す
。

（
鎌
倉
時
代
）

金
雲
た
な
び
く
山
あ
い
を
悠
然
と
歩
く
雌
雄
の
唐
獅
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
豪
放
な
筆
致
、
量
感
豊
か
な

形
態
把
握
か
ら
、
狩
野
永
徳
（
１
５
４
３
～
１
５
９
０
）

の
筆
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
本
作
の
気
宇
の
壮
大

さ
と
、
明
る
く
開
放
的
な
作
行
き
は
圧
巻
の
ひ
と
こ
と
に

尽
き
、
日
本
絵
画
史
上
で
突
出
し
て
い
ま
す
。
織
田
信
長

や
豊
臣
秀
吉
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
絵
画
様
式
が
形
成
さ

れ
る
中
心
に
位
置
し
た
永
徳
の
代
表
作
で
あ
り
、
一
点
で

時
代
の
文
化
や
気
分
を
代
弁
し
う
る
名
品
で
す
。（
桃
山

時
代
）

伊
藤
若
冲
（
１
７
１
６
～
１
８
０
０
）
が
40
歳
を
過
ぎ

た
こ
ろ
か
ら
10
年
程
度
を
か
け
て
描
き
継
ぎ
、
数
度
に
わ

た
っ
て
京
都
・
相
国
寺
に
寄
進
し
た
30
幅
に
も
及
ぶ
大
連

作
で
す
。
徹
底
的
な
観
察
に
基
づ
く
実
在
感
と
、
絵
画
な

ら
で
は
の
意
匠
性
が
高
い
次
元
で
融
合
し
、
華
麗
で
緊
張

感
の
み
な
ぎ
る
若
冲
特
有
の
表
現
世
界
が
提
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
若
冲
の
代
表
作
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
江
戸

時
代
中
後
期
の
京
都
を
代
表
す
る
作
例
の
ひ
と
つ
、
ひ
い

て
は
日
本
の
花
鳥
画
の
到
達
点
と
称
し
う
る
名
作
で
す
。

（
江
戸
時
代
）

絵
画
の
部

  

絹
本
著
色
動
植
綵
絵
（
伊
藤
若
冲
筆
）　

　 

国
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
保
管
）

絵
画
の
部

  

紙
本
金
地
著
色
唐
獅
子
図
（
狩
野
永
徳
筆
）　

　 

国
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
保
管
）

国宝・重要文化財（美術工芸品）の指定について
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小
野
道
風
（
８
９
４
～
９
６
６
）
は
、
平
安
時
代
中
期

の
「
三さ

ん

跡せ
き

」
の
第
一
で
、
能
書
家
と
し
て
極
め
て
著
名
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
時
代
は
王
羲
之
に
倣
っ
た
唐か

ら

様よ
う

の
書
が

主
流
で
し
た
が
、
和
様
の
書
を
創
出
し
て
、
そ
れ
以
降
の

我
が
国
の
書
道
の
基
礎
を
う
ち
立
て
ま
し
た
。

本
書
は
、
内
裏
の
屏
風
に
貼
る
色
紙
形
に
清
書
す
る
た

め
に
試
し
書
き
し
た
土
代
（
下
書
き
）
で
す
。
律
詩
八
首

と
絶
句
三
首
が
、
温
和
で
豊
潤
な
中
に
も
力
強
さ
を
感
じ

る
書
風
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
書
『
日
本
紀
略
』
の

記
事
か
ら
、
延
長
６
年
（
９
２
８
）
に
醍
醐
天
皇
が
命
じ

て
大お

お

江え
の

朝あ
さ

綱つ
な

に
詩
を
作
ら
せ
、
道
風
に
清
書
さ
せ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
書
の
奥
書
に
は
、
同
じ

く
「
三
跡
」
の
一
人
藤ふ

じ

原わ
ら
の

行ゆ
き

成な
り

の
子
孫
で
能
書
家
で
あ

る
藤ふ

じ

原わ
ら
の

定さ
だ

信の
ぶ

が
保
延
６
年
（
１
１
４
０
）
に
経

き
ょ
う

師じ

（
表

具
師
）の
妻
か
ら
買
い
取
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
平
安
時
代
）

書
跡
・
典
籍
の
部

  
屏び

ょ
う

風ぶ

土ど

代だ
い

（
小お

野の
の

道み
ち

風か
ぜ

筆ひ
つ

）

　 
国
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
保
管
）

国宝・重要文化財（美術工芸品）の指定について
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